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低線量放射線の直接的な影響と
周囲の細胞からの間接的な影響について
遺伝子、蛋白、代謝の変化を調べました。

特に、低線量放射線を浴びた周囲
の細胞からうける間接的な影響
「適合効果(Adoptive Effects)」

によって炎症が抑制されることが
わかりました。

結果は、低線量放射線の影響は
高線量放射線とは全く異なるも
のでした。
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